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1 )第E章先行研究
新卒労働需要に関する実証分析
主査教授惣宇利紀男 孟Ijギ査教授宮本良成
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論文内容の要旨
雇用調整プロセスについては.村舵 11995Jなどに依拠しながら，わが[-#Jでは，製品需要の低ト.に兄、じ
て，残業規制からはじまり中途採用の停止，臨時・パートタイム労働者の再雇用計画の停止・解雇と進み，
さらに深刻になると，希望退職者の募集・(指名)解雇に至るとされていることを確認するとともに，小
池rI981，1983J等に依拠して終身雇用の入口と出口で調整される手段が優先されるという結論を援用し
ている。
彼女にとっては，新卒採用は雇用調整の一手段という認識の某に議論が展開され，同時に雇用調整を非
常によく説明するとされる経常利益を利用する結論に至っている。
2)第E章方法論
ここでは.新卒採用全体，新卒女7・線用，特定大学からの新卒採用という第W章から第VI章にかけての
異なる新卒採用を対象とする実証分析に用いる固定効果Tobitモデルについて詳細な紹介が行われている。
3)第羽章新卒労働需要の弾力性
ここでは，バブル崩壊後の急速な景気後退に伴う新卒労働市場の様変わりから導かれる幾つかの間題意
識から.1988年から95年のバブル期，ポストバブル期を通じての実証分析が行われている。
その結果，たとえば，ポストバブル期に限定した分析どは，新卒労働市場において，経常利益の黒字・
赤字を問わず，友子の弾力性が男子のそれを k阿っており，女了は黒字時に採用が男T以上に大幅に仲ひ'
るものの，赤字時にはそれ以上に削減されるといういわば景気変動の緩衝材としての女子の役割が明確に
現れてくることを確認している。この点は，予想されたことの実証として評価されよう。
4)第V章女子大生の就職難
女子採用の男チを凌ぐ大幅な抑制を決定づけた要肉として， I企業業績|以外に「男了ーとの代替可能性J.
「女子の勤続年数の延長J.I企業のOA化の進展J.I女子比率の高まり」の四つを想定し実証分析を行っ
ている。
その結果，女子比率の高まりのみが女子の採用を抑制する効果を持ち.!J:.子の勤続年数の延長と企業の
OA化の進展は，女子採用者数に影響を及ぼす要lbiではなく.唯 'OA教育費の増加が，むしろ~.(-採用
者数を増加させる効果を持つことが明らかになったとしている。
[))新卒労働市場におけるOBの役割
この分析では，まず私立八大学と私寸:B大学という全く属性の巣なる 2大学を例にとり，各企業別のノf
ネルデーターを用いて，新卒労{f}J市場におけるOBの存イヂが就職に及ぼす効果を計測しているc その結!札
各企業における OB数.及び全従業員数に対する OB数の内めるさIJ0.が.その出身大学からの就)n~有数，
ーーl!il-
及び大半就職者数に対するその出身大学からの就職者数の占める割合に与える効果に明躍な大学問格差が
あることが確認されるo
大学の教育効果を考躍に入れた実証分析では， OBネットワークの有効性は，大学の教育面における変
化による就職への影響を相殺するまでには至らず，方，各大学別のダミー変数は有意な結果を得ており，
入学時偏差値を含む大学教1.の質を示す変数の大学問格差と，それらで拾い上げられなかった就職に対す
る各大学固有の効果の存在が大きく作用していることを明らかにしているc
6)これからの新卒労働市場~就職協定廃止を受けて~
1997年度は1988年から続いていた就職協定が廃止となった。ここでは， インターネットの利用.通年採
用.オープンエントリー制度，職種別採用， ビジネス・インターンシップ制度など新卒採用をめぐる就職
戦線の変化を取り上げ， Iやはり働く意欲のある学生が自分の能力を十分に発揮できる企業に就職できる
ような新半市場とならざるを得ないだろう」また.大学名不問の採用は 従米のレジャーランドからの脱
却を余儀なくされるであろう」とか， I一般的人的資ふ;の蓄積こそが大学までの教内に求められるように
なるのは必然である といったノーマティプな議論が展開されている。
論文審査結果の要旨
1.本論文は，新卒労働市場を分析対象とし，個別企業における新卒労働需要.特に新規大学卒業生に対
する需要がどのように決定されるのかを明らかにすることを目的としている。新卒労働市場のみに着目し
た論文は珍しく新しい分析対象が視座に入れられたという点でそのユニークさは高ーく評iilIiされる。
2.各章の展開とコメント
1 )第日章先行研究および第皿章方法論
2)第W章新卒労働需要の弾力性
ここでは，パフぜル崩壊後の急速な長気後退に伴う新卒労働市場の様変わりから導かれる幾つかの問題意
識から， 1988年から95年のバブル期.ポストバブル期を通じての実証分析が行われている。
3)第V章女-f大生の就職難
女子採用の男子を凌ぐ大幅な抑制を決定づけた要因として， I企業業績J以外に「男子との代替可能性J，
「女子の勤続年数の延長J，I企業のOA化の進展J.I女子比率の高まりJの四つを惣定し実証分析を行っ
ている。
4)新卒労働市場におけるOBの役割
この分析では，属性の異なる 2大学を例にとり，各企業別のパネルデーターを用いて，新卒労働市場に
おけるOBの存在が就職に及ぼす効果を計測している。
5)これからの新卒労働市場~就職協定嵐1-0を受けて~
1997年度は就職協定が嵐止となった。ここでは，インターネットの利用.通年採用，オープンエントリー
制度，職種別採用， ビジネス・インターンシップ制度など新卒採用をめぐる就職戦線の変化を取り上げら
れている。
3.評価
この論文は新卒市場の需要決定~J子に光を当てた点がもっとも評価されるところであろう。またこの論
文は，日木を代表する学会でも発表されるとともに，日本経済研究あるいはOCUERなどレフェリーの審
汽をパスした論丈から構成されており.ここに課程博上号の授与が妥当と判断する。
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